
(1)

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

第 796 号

（令和　年）8
2026年　月　日56

発　行

国立市公民館
〒１８６-０００４

国立市中1-１５-1

TEL ０４２-５７２-５１４１
FAX ０４２-５７３-0480
休館日：毎週月曜日

▶公民館ホームページ

講座参加者の声
公民館では、年間を通してさまざまな主催講座を行っています。
今回は講座に参加された方々にいただいた感想をまとめました。
参加していない方にも、講座参加者の声から学びを味わっていた
だけたら嬉しいです。

２０２６年２月２０日（金）～
３月２２日（日）開催

「くにたち
まちじゅう本棚２０２６」
～まちじゅう、みんなで�

本をシェアしよう関連イベント～

どんな本に出会えるだろう……
（公民館に設置された本棚）

昨年度から始まった「くにたちまちじゅう本
棚」のイベント。
今年も市内５か所に設置された本棚に読まな

くなった本を持って行ったり、誰かが持ってきた
本と交換したりするなかで、今まで目に留めなか
ったような本との出会いの場が生まれました。
イベント期間中に公民館では、ドキュメンタ

リー映画上映会『まちの本屋』＆上映会後ミニト
ーク、『あの日、小林書店で。』（PHP研究所）の
著者の川上徹也さんによる講演会、閉室後の夜の
図書室で好きな本を探しておしゃべりする「くに
たちナイトライブラリー」が開催されました。

人
の
本
棚
を
見
る
の
は
、
楽
し
い
。

人
の
家
に
お
邪
魔
し
た
時
な
ど
、
じ
っ

く
り
見
入
っ
て
し
ま
う
。
雑
誌
『
Ｂ
Ｒ

Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
』
で
も
た
ま
に
、
著
名
人
の

本
棚
特
集
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
人
が

日
頃
、
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て

い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

か
な
ど
、
そ
の
軌
跡
や
内
面
が
ち
ょ
っ

と
垣
間
見
ら
れ
た
気
が
す
る
。

だ
か
ら
、
公
民
館
や
旧
駅
舎
の
一
角

に
置
か
れ
た
「
ま
ち
じ
ゅ
う
本
棚
」
の

中
を
見
る
の
は
、
顔
も
知
ら
な
い
ま
ち

の
人
た
ち
の
、
少
し
ず
つ
寄
せ
集
ま
っ

た
内
面
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
一
層
面
白
い
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス

人
劇
作
家
の
全
集
、
絵
本
ト
ー
マ
ス
ぼ

う
や
、
株
式
投
資
論
、
染
色
入
門
。
そ

れ
ら
が
ひ
と
と
き
棚
を
共
有
し
て
い
る
。

ど
ん
な
ふ
う
に
手
に
取
ら
れ
、
ど
ん
な

ふ
う
に
読
ま
れ
た
の
か
。
そ
し
て
ま
た
、

ど
ん
な
人
が
持
っ
て
い
く
の
か
と
、
想

像
す
る
の
も
楽
し
い
。

気
軽
に
手
に
取
っ
て
持
っ
て
帰
り
、

読
み
終
わ
っ
た
ら
返
せ
ば
い
い
。
気
に

入
っ
た
な
ら
自
分
の
本
棚
に
加
え
れ
ば

い
い
。
文
教
都
市
を
体
現
す
る
な
ら
、

き
っ
と
こ
ん
な
感
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
文
化
資
本
や
学
び
の
き
っ
か
け
が
、

今
よ
り
も
っ
と
ま
ち
な
か
の
、
生
活
に

近
い
と
こ
ろ
に
向
こ
う
か
ら
近
寄
っ
て

来
て
く
れ
る
。
そ
こ
に
参
加
す
る
も
し

な
い
も
、
関
わ
り
方
も
自
由
。
自
然
で

心
地
い
い
関
係
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
何

か
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
た
り
す
る
。

＊　

＊　

＊

今
回
、
友
人
が
ま
ち
じ
ゅ
う
本
棚
の

企
画
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
縁
で
、「
ナ

イ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
連
携
イ

ベ
ン
ト
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
夜

の
公
民
館
で
好
き
な
本
を
紹
介
し
合
う
、

言
っ
て
み
れ
ば
自
分
の
本
棚
の
一
冊
を

見
せ
合
う
会
。
ほ
ぼ
初
対
面
な
の
に
、

本
を
介
す
る
だ
け
で
自
然
と
自
分
の
内

側
を
シ
ェ
ア
し
た
く
な
る
か
ら
不
思
議

だ
。
い
つ
も
と
違
う
、
ラ
ン
プ
の
灯
っ

た
公
民
館
ロ
ビ
ー
の
雰
囲
気
や
、
喫
茶

わ
い
が
や
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
＆
ク
ッ
キ

ー
の
効
果
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

＊　

＊　

＊

さ
て
、
今
年
の
ま
ち
じ
ゅ
う
本
棚
か

ら
私
が
お
迎
え
し
た
の
は
、
ア
リ
ス
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
の
『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
宣

言
』（
サ
ン
プ
ル
版
）
と
、
レ
シ
ピ
付

き
の
園
芸
本
『
サ
ラ
ダ
ガ
ー
デ
ン
』。

あ
ら
、
ど
ち
ら
も
食
べ
る
こ
と
。

ま
ち
の
本
棚

ま
ち
の
本
棚

上上う
え
う
え

嶋嶋し
ま
し
ま　　
藍藍あ

い
あ
い

ランプの灯の中、
緩やかに語り合います
（ナイトライブラリー）

次の読み手を待つ本たち（旧国立駅舎）
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

私
は
２
歳
か
ら
中
学
２
年
ま
で
広
島

で
暮
ら
し
、
戦
後
の
平
和
教
育
を
受
け

て
育
っ
た
世
代
で
す
。
昨
年
１２
月
に
数

十
年
か
ぶ
り
で
広
島
平
和
記
念
資
料
館

を
見
学
す
る
機
会
を
得
て
、
そ
こ
で
色

々
思
う
こ
と
が
あ
り
、
丁
度
い
い
機
会

な
の
で
こ
の
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
が

結
成
さ
れ
て
７０
年
。“
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ
”
を
合
言
葉
に
、
被
爆
者
自

ら
が
想
像
を
絶
す
る
経
験
、
傷
つ
い
た

心
と
身
体
を
さ
ら
け
出
し
世
界
に
向
け

て
声
を
上
げ
続
け
た
結
果
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。
戦
後
８０

年
を
迎
え
、
被
爆
者
の
声
を
直
接
聞
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
わ

私
は
行
政
機
関
で
働
い
て
お
り
、
外

国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
方
々
と
接
す
る
こ

と
が
時
折
あ
る
。
日
本
人
で
す
ら
理
解

が
難
し
い
制
度
を
、
日
本
語
の
不
得
手

な
方
々
に
説
明
す
る
困
難
さ
。
申
請
・

た
し
た
ち
は
そ
の
思
い
を
ど
う
受
け
止

め
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
講
座
で
は
半
分
の
時
間
で
講

義
が
あ
り
、
そ
の
後
３
～
４
人
の
グ
ル

ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と

い
う
形
で
し
た
。
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

議
題
に
沿
っ
て
の
議
論
を
熱
く
ま
じ
め

に
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
被

爆
者
体
験
伝
承
の
意
味
、
継
承
者
の
苦

労
話
、
国
民
の
戦
争
責
任
、
国
家
賠
償

の
在
り
方
等
、
皆
さ
ん
色
々
な
経
験
を

踏
ま
え
て
真
剣
に
取
り
組
み
、
日
ご
ろ

の
生
活
で
は
考
え
ら
れ
な
い
異
世
代
交

流
の
体
験
が
出
来
ま
し
た
。
通
常
の
講

座
で
は
講
義
主
体
で
最
後
に
質
疑
応
答

が
少
し
あ
る
程
度
で
す
が
、
今
回
は
参

加
者
同
士
の
議
論
が
主
体
で
皆
積
極
的

に
意
見
を
出
し
合
い
、
時
間
が
足
り
な

い
ほ
ど
で
、
ま
さ
に
「
目
か
ら
う
ろ
こ

が
落
ち
る
」
よ
う
な
思
い
で
し
た
。

混
迷
を
極
め
る
現
在
の
世
界
情
勢
を

契
約
書
類
な
ど
を
作
成
す
る
ハ
ー
ド
ル

の
高
さ
。
時
に
は
通
訳
者
や
翻
訳
機
械

を
介
し
て
の
説
明
は
、
ど
こ
ま
で
伝
わ

っ
た
の
か
、
相
手
の
相
談
に
応
え
ら
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
不
安
が
ぬ
ぐ
え
な

い
。
言
葉
の
壁
を
感
じ
る
と
共
に
、
母

語
で
は
な
い
国
で
働
き
生
活
す
る
方
々

の
大
変
さ
を
何
度
も
感
じ
て
き
た
。

そ
ん
な
経
験
を
通
じ
て
、
外
国
人
に

日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
「
日
本

語
教
育
入
門
」
に
申
し
込
ん
だ
。

講
座
は
全
８
回
あ
り
、
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
役
割
や
日
本
語
教
育
の
た

め
の
文
法
を
学
ん
だ
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
実
践
演
習
を
行
っ
た
。
最
終
回
に

は
実
際
に
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
の
方

が
練
習
相
手
に
な
っ
て
く
だ
さ
り
、
学

び
を
深
め
た
。
ま
た
、
日
本
語
学
習
者

の
立
場
を
理
解
す
る
た
め
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
語
と
い
う
前
提
知
識
の
な
い

外
国
語
を
学
ぶ
体
験
を
行
う
等
、
非
常

に
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
。
こ
の
講
座

を
通
し
て
私
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

と
い
う
取
り
組
み
を
初
め
て
知
っ
た
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
は
「
言
葉

の
レ
ベ
ル
や
文
章
の
長
さ
に
配
慮
し
、

相
手
に
伝
わ
る
こ
と
を
意
識
し
た
日
本

語
」
の
こ
と
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
避
難
指
示
等
を
理
解
で
き
ず
、

多
く
の
外
国
人
が
被
災
し
た
こ
と
を
機

に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
だ
そ
う
だ
。
例

え
ば
「
土
足
厳
禁
」
は
「
靴
を
脱
い
で

「
今
こ
そ
考
え
た
い
戦
争

「
今
こ
そ
考
え
た
い
戦
争

と
平
和
」に
参
加
し
て

と
平
和
」に
参
加
し
て

畑　
幸
博

畑　
幸
博

優
し
い
気
持
ち
と

優
し
い
気
持
ち
と

易
し
い
伝
え
方

易
し
い
伝
え
方

ＮＮニ

コ

ニ

コ

Ｉ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｋ
Ｏ

世代を超えて熱心に話し合い

最終回では外国人ゲストの方にロールプレ
イやフリートークをしていただきました

２０２６年１月１３日（火）～
� ２月２４日（火）開催【全８回】
地域で日本語支援をしたい人のための
日本語教育入門
講師：山形　美保子

（東京日本語ボランティア・ネットワーク）
ムラドリ　アイダン
（一橋大学大学院言語社会研究科修了生）
庵　功雄・志村　ゆかり
（一橋大学）・（津田塾大学）

２０２６年１月２５日（日）～
� ３月１日（日）開催【全３回】
〈シリーズ戦後８０年〉語り継ぐ戦争
～被爆者からあなたに、
� 戦後８０年をこえて～
講師：栗原　淑江・中尾　詩織

（NPO法人ノーモア・
ヒバクシャ記憶遺産を継承する会）

コーディネーター：
根本　雅也（一橋大学）

く
だ
さ
い
」
と
言
い
換
え
る
。
一
見
簡

単
そ
う
だ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
難
し

く
、
日
本
語
を
意
識
的
に
使
う
必
要
が

あ
る
。
け
れ
ど
も
多
く
の
外
国
人
が
日

本
で
暮
ら
す
現
在
、
多
言
語
対
応
に
は

限
界
が
あ
り
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

を
介
し
て
の
情
報
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本
人
と
外
国
人
が
理

解
し
合
い
地
域
で
暮
ら
す
方
法
と
し
て

と
て
も
有
効
で
あ
る
と
感
じ
た
。

今
回
の
学
び
を
仕
事
や
生
活
で
生
か

し
な
が
ら
、
今
後
は
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

目
の
当
た
り
に
し
て
、「
戦
争
を
し
な

い・さ
せ
な
い
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」、

今
の
私
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。

◆
講
座
担
当
者
か
ら

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
外

国
ル
ー
ツ
の
方
に
と
っ
て
地
域
で
の
大

事
な
つ
な
が
り
、
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
講
座
が
多
様
な
人
々
が

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
講
座
担
当
者
か
ら

「
と
も
に
考
え
る
時
間
に
し
た
い
」

と
い
う
想
い
か
ら
連
続
講
座
を
企
画
し

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
量
が

高
く
、“
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
”

の
願
い
を
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
考

え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。



学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

(3) 公民館主催講座の申込先・お問い合わせ先　公民館☎042-572-5141

２
０
２
６（
令
和
８
）年
度

 
公
民
館
講
座・事
業
年
間
予
定

公
民
館
で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
各

分
野
で
主
催
講
座
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
公
民
館
だ
よ
り
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

ご
興
味
の
あ
る
講
座
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事業テーマ 開催時期

①
現
代
社
会
の
課
題
を
考
え
る

ジェンダー ７月～

多文化共生 ７月～

近現代史 ８月～

平和 ８月～

教育 ８月～

性教育 ９月～

グリーフケア ９月～

憲法 １０月～

人権 １１月～

環境 １２月～

情報科学 １月～

②
共
生
の
地
域
社
会
を
育
む

生活のための日本語 通年開催

にほんごサロン／ KUNIBO 通年開催

学習支援（LABO ☆くにスタ） 通年開催

シルバー学習室 通年開催

青年室活動（コーヒーハウス） 通年開催

しょうがいしゃ青年教室 通年開催

女性のライフデザイン ５月～

身体表現（しょうがいしゃと共に） ５月～

親子で遊ぼう考えよう ５月～

共生社会（リカバリーの学校） ６月～

子育て ７月～

青年講座 ９月～

男性対象（料理） ９月～

日本語教育入門 １月～

事業テーマ 開催時期

③
ま
ち
を
知
る
、地
域
か
ら
学
ぶ

緑化活動 通年開催

公民館の歴史（公民館だより） ７月～

地域史 ９月～

健康 ９月～

社会教育学習会 １０月～

社会教育施設三館連携 １０月～

一橋大学院生講座 １０月～

地域防災 １１月～

自然（野鳥観察） １２月～

一橋大学連携講座 ２月～

園芸 ３月～

④
社
会
を
み
つ
め
、文
化
を
つ
く
る

図書室のつどい 通年開催

くにたちブッククラブ 通年開催

映画会 通年開催

古典 ５月～

シネマトーク ６月～

文化・芸術 ９月～

哲学 １０月～

現代詩 １０月～

音楽 １２月～

作家と作品 ３月～
　
⑤
表
現
と
創
作

　
　
　
を
楽
し
む

銅版画 ７月～

文章表現 ９月～

短歌（子育て） ９月～

市民文化祭 １０月～

※内容・時期は変更の可能性があります。

講　師　山本　佳奈枝（銅版画家）	
さかた　きよこ（銅版画家）

興味はあるけど、難しそう？　どうやって作るのかな？
　そんな疑問に応えながら銅版画創作を楽しむ、初心者向
けのワークショップです。
銅版画ならではの繊細な線で小さな作品を創ります。集
まった仲間とともに作業の時間を楽しみながら、作品を創
ってみませんか。出来上がった作品はロビーで展示する予
定です。

と　き　７月１９日、８月２日、２３日、３０日
	 いずれも日曜日　昼２時～５時
ところ　�公民館　３階集会室・実習室	 	

※初回は集会室へお集まりください。

定　員　１０名（申込先着順）
対　象　�原則休まずに出席できる方、市内在住・在学・在

勤の方、はじめて参加する方を優先。
材料費　�２，０００円（ニードル、銅板、版画紙など）	 	

※初回に集金します。お釣りの無いようにお持ち
ください。

持ち物　８×１０cmの下絵（タテヨコ自由）、
	 エプロン（よごれてもよい服装）、筆記用具
申込先　６月２５日（木）朝９時～　電話で公民館へ

はじめての銅版画はじめての銅版画 －－Etching Work ShopEtching Work Shop－－

昨年度の作品

銅版画（エッチング）とは、銅板に描いた絵を腐蝕させて
版を作り、できた凹部にインクを詰めて紙をのせ、プレス機
で刷って作る版画です。



個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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今年のくにたち市民文化祭の開催予定期間が決まりまし
た。今年も２５組を超える団体が参加予定です。
文化祭の参加申込は次回実行委員会まで受け付けていま
すので、参加希望の団体は公民館にお問い合わせください。

◆開催予定期間　令和８年１０月１７日（土）～１１月２９日（日）
◆実行委員長　�西江　勇二（くにたち国際友好会WING）
◆次回実行委員会
と　き　６月２５日（木）夜７時～
ところ　公民館　地下ホール
問合先　電話で公民館へ
◆市民文化祭プレイベント
昨年好評でした旧国立駅舎でのプ
レイベントを、今年も開催します。
各参加団体の展示・パフォーマンスを現在企画中です。
と　き　９月１１日（金）～１７日（木）
ところ　旧国立駅舎
◆第70回文化祭―70周年　つなげよう未来へ !! ―
　記録集ができました
昨年の文化祭に参加した団体が催しの成果
を報告しています。市内で文化・芸術活動を
している方々の、文化祭での写真も多く掲載
されています。問い合わせは公民館まで。

第第７１７１回くにたち市民文化祭回くにたち市民文化祭
開催期間が決まりました！開催期間が決まりました！

監督・製作・原案　ジョージ・ロイ・ヒル
出演　�ロバート・レッドフォード、ボー・スヴェンソン、

スーザン・サランドン、ボー・ブルンディンほか

『明日に向かって撃て！』『スティング』のロバート・レ
ッドフォードとジョージ・ロイ・ヒル監督の黄金コンビが
贈る、曲芸飛行に命を賭ける誇り高き飛行機乗りたちの、
大空への夢とロマンを爽やかに謳い上げた快作。ロバート
・レッドフォードは飛行機によるアクション場面を、トリ
ック撮影やスタントマンによる吹き替え一切無しで、すべ
て自ら演じ切った。

〈シネマトーク〉
「映画を夢見て、演じ、作り、育てた！
―ハリウッドの反骨スター ロバート・レッドフォード―」
� 北里宇一郎（脚本家）
上映終了後、脚本家の北里宇一郎さんに、俳優だけでな

く監督・製作者としても多大なる功績を残したロバート・
レッドフォードの魅力についてお話をうかがいます。

と　き　６月２８日（日）昼２時～5時頃（開場昼１時半）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　６月９日（火）朝９時～
	 電話または申込フォームより
＊�事前申し込み制となっています。必ず電話、窓口、申込フ
ォームのいずれかの方法にて事前にお申し込みください。

お　話　奈
な

倉
ぐら

　有
ゆ

里
り

（ロシア文学研究者、早稲田大学講師）

文化とは、人と人とがわかりあうために紡ぎだされてき
た様式のこと。戦争はこの「文化」を一瞬にして崩壊させ
てしまう、と奈倉さんはおっしゃいます。
戦う勇気ではなく、逃げる勇気を。 
戦争が身近に感じられる現代社会のな
かで、自分に何ができるか悩んだり迷っ
たりしたとき、よりどころになる考えは
どこにあるのでしょう。
第７６回読売文学賞（随筆・紀行賞）・
第２回生きる本大賞などを受賞し、さま
ざまなメディアから注目されているエッセイ集をもとに、
わたしたちが“いま”に向き合うためのヒントを得る時間
にしたいと思います。
〈奈倉さんの本〉表題作、『背表紙の学校』（講談社）ほか

と　き　７月１２日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　�６月１２日（金）朝９時～	

電話または申込フォームより

文化の脱走兵文化の脱走兵
〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉 〈〈CC

シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　シネマトーク〉　シネマトーク〉

アメリカ　１９７５年　カラー１０8分　※ＤＶＤ版アメリカ　１９７５年　カラー１０8分　※ＤＶＤ版
The Great Waldo PepperThe Great Waldo Pepper

『『華麗なるヒコーキ野郎華麗なるヒコーキ野郎』』

 

 公民館の緑化日記公民館の緑化日記

緑化ボランティアを始めとする様々な方の丹精込めた
お世話のおかげで、バラがとてもきれいに咲きました。

ピエール・ド・ロンサール
（公民館南側）
一期咲きのため、散

ったら今年はもう咲か
ない……。桜のような
儚さがある人気のバラ
です。

アンネのバラ
（公民館入口前）
市民からの寄贈によ

り株が増え、より華や
かになりました。

▲昨年の文化祭の様子



学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、
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講　師　深津　謙一郎（共立女子大学・日本近代文学）

５月から、８回にわたり様々な日本の文学作品を味わう
「くにたちブッククラブ」を実施しています。
講座では、参加者の感想を全体で共有し、講師から作品
の解説をしていただきます。年間通しての参加はもちろ
ん、今回だけの参加も大歓迎です。

と　き　６月１１日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（申込先着順）
　　　　�※参加者多数の場合、市内在住・在学・在勤の方

を優先することがあります。
申込先　電話またはホームページより
　　　　�※年間のスケジュールなど、詳し

くはホームページをご確認くださ
い。

くにたちブッククラブではその年度の締めくくりとして
参加者のみなさんと文集を作っています。おかげさまで、
昨年度も無事発行することができました。
文集では、取り上げた作品についての参加者の感想文や

講師による講義録を収録しています。今回は、講師の深津
謙一郎さんによる「【講義録】小山田浩子『工場』を読
む」を掲載しているほか、森鴎外『舞姫』、有吉佐和子
『青い壺』、村田沙耶香『コンビニ人間』など、昨年度取
り上げた作品についての感想文を
掲載しています。
文集は、無料配布もしています

（数に限りあり）ので、ご入用の方
は、公民館２階窓口にてお声がけく
ださい。公民館図書室でも閲覧がで
きます。ぜひご覧いただき、参加者
それぞれの自由な「読み」に触れて
いただければと思います。

―なぜ、その道を選んだのか――なぜ、その道を選んだのか―
〈くにたちブッククラブ〉

（文春文庫）
羽田圭介『スクラップ・アンド・ビルド』羽田圭介『スクラップ・アンド・ビルド』

２０２5２０２5年度年度〈〈くにたちブッククラブくにたちブッククラブ〉〉
文集ができ上がりました文集ができ上がりました

▲ホームページ

記念誌を希望者に配布しています
２０２５年度は、国立市公民館開館から７０周年にあたる節目

の年でした。市民有志の「公民館７０周年事業をともに考え
る会」とともに、記念事業のテーマを「ともに学ぶ」と決
めて、様々な企画を検討・実施しました。
そのうちの一つの取り組みとして実施した７０周年記念誌

が完成しました。記念誌には、ゴリラ研究で著名な国立市
出身の元京都大学総長・山極壽一さんや、公民館で２０年以
上にわたり哲学講座の講師を務
めてこられた哲学者・長谷川宏
さんによる記念講演、記念式典
や市民によるリレートークなど
の記録、１９６０～２０００年代の「く
にたち公民館だより」を読むつ
どいの活動や展示の記録、公民
館に長く関わる市民へのインタ
ビュー、７０年のあゆみを一覧で
きる年表などを掲載しています。
公民館２階窓口にて無償配布

していますので、ぜひ、お手に
取ってご覧ください。

くにたち公民館７０周年記念誌
『ともに学ぶ―今日もここから学びが生まれています―』

の発行と
「７０周年記念誌を読む会」のお知らせ

「７０周年記念誌を読む会」を開催します
７０周年記念誌は、市民有志と公民館職員とで作成しまし
た。記念誌を作成した市民、様々なかたちで記念事業に関
わった市民とともに、記念誌を片手にそれぞれの想いを語
り聴き、感想などを分かち合う「７０周年記念誌を読む会」
を行います。
すでにじっくり読んでいる方も、これから手に取る方
も、７０周年の取り組みをともにふり返り、公民館の歴史や
展望についてざっくばらんに語り合いましょう。

と　き　７月１７日（金）夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　６月１６日（火）朝９時～
　　　　電話または申込フォームより

▲山極壽一さん
（２０２５年１０月１２日記念講演）

記念誌の構成
第１章　７０周年記念イベントの記録
第２章　公民館７０年の歴史の中から
第３章　公民館７０年目の未来を拓く
第４章　資料編
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講座への参加にあたり、配慮が必要な場合はお問い合わせください。

公民館では、どんな備品が借りられますか？

公民館内の会議や学習会等で使うことができるワイ
ヤレスマイクアンプ、プロジェクター、スクリーン、
ノートパソコン、ブルーレイ・DVDプレイヤー、液
晶モニター、延長コードなどを貸し出すことができ
ます。音楽関係では、ピアノ（ホールと音楽室備え付
け）、CDラジカセ、譜面台、メトロノームなども利用
できます。

ボードゲームなども借りられますか？

　　　�囲碁の盤と碁石、将棋の盤と駒を貸し出すことがで
きます。１階市民交流ロビーにて、２人で使用する
ことも可能です。この４月からは、健康マージャン
の牌と手打ち用マット（２セット）の貸し出しも開始
しました。

公民館に健康マージャンができる部屋はありますか？

　　　�健康マージャンは、テーブルの関係で現在は小集会
室と和室のみ、２卓（計８人）までなら対応可能です。
あくまで健康マージャンとして、「かけない・のま
ない・すわない」を前提に、使用してください。

公民館の公民館の ＆＆
このコーナーでは、公民館についての疑問に答えます。このコーナーでは、公民館についての疑問に答えます。
今回は、あまり知られていない「貸出備品」について、今回は、あまり知られていない「貸出備品」について、
ご案内します！ご案内します！

公民館は社会教育施設として、市民等で構成されるグル
ープや団体に会場を無料で貸し出しています。活動目的や
人数に応じて、大・中・小の集会室、講座室、ピアノのあ
るホールと音楽室、調理のできる実習室、着付けや茶道の
できる和室の８つの部屋があります。

地下のホールと音楽室の利用率は、午前から夜間にか
けて７～８割程度と高く、合唱や音楽、ダンス、体操等
の活動で多くのサークル・団体に利用されています。
一方、３階の各部屋の夜間帯は、近年利用率が低くな
っており、１７時以降に活動場所を探しているサークル・
団体は、公民館の会場が予約しやすくなっています。

2025（令和７）年度
　公民館の施設利用状況について

■令和７年度時間帯別会場利用率（単位％）
会場  

（定員）

時間帯

ホール
（８５名）

音楽室
（２０名）

集会室
（３０名）

講座室
（３５名）

中集
会室

（２０名）

小集
会室

（１０名）

和室
（２０名）

実習室
（１０名）

午前 ８８．７ ８７．０ ６９．８ ７２．４ ７７．７ 67.9 ６７．８ ５６．８
午後 ８７．３ ８４．７ ７７．７ ７７．７ ７９．８ 71.3 ６９．５ ６７．６
夜間 ８８．９ ７０．８ ５４．６ ３８．４ ４０．７ 25.8 ２５．８ ２７．６

（注）利用率の算出処理上１日の利用時間を、午前・午後・夜間の３
区分に整理。１区分に複数回の利用があっても１回分の利用とみ
なして回数を算出し、この数を年間延べ開室回数で割り、利用率を
算出している。

「両立」とは何か
～ドラマ・マンガから考える家事とジェンダー～

〈くにたちジェンダー平等月間関連企画〉

講　師　河
こう

野
の

　真
しん

太
た

郎
ろう

（専修大学）

今回はジェンダー講座として、家事
・育児・介護といったケア労働と仕事
の「両立」をジェンダーの視点から捉
え直します。近年、「じゃあ、あんた
が作ってみろよ」や「ヒヤマケンタロ
ウの妊娠」などケア労働テーマにした
ドラマやマンガが注目されています。
本講座では、これらの分析を通じて、
現代社会におけるケア労働の不可視性を考え、「両立」と
いう言葉の前提を問い直します。日常の中の当たり前を見
つめ直し、自分の生活や価値観を考える機会とします。

〈河野さんの本〉
『新しい声を聞くぼくたち』（講談社）、『この自由な世界
と私たちの帰る場所』（青土社）、『増補　戦う姫、働く少
女』（ちくま文庫）、『ぼっちのままで居場所を見つける―
孤独許容社会へ』（ちくまプリマ―新書）ほか

と　き　７月５日（日）　朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　６月１１日（木）朝９時～
　　　　電話またはホームページより

北ドイツ・ブラウンシュバイク市で暮らす移民・難民の
姿を追った短編ドキュメンタリー映画を上映します。ニュ
ースや統計では見えてこない、一人ひとりの顔と声。移民
をめぐる社会の空気が変わりつつあるいま、人々はどう生
き、何を感じているのか。

お　話　國
くに

本
もと

　隆
たか

史
し

（映画監督）

上映後は、ドイツ在住14年の監督（国立市出身）を囲ん
でのトーク＆ディスカッションを予定しています。「移民
問題」を遠い話にしないために、一緒に考えてみません
か。

と　き　７月１０日（金）夜７時～９時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　6月10日（水）朝９時～
　　　　電話または申込フォームより

ドキュメンタリー映画の上映＆監督トーク
「もう一つのふるさと」

—移民・難民と生きるドイツの今

〈多文化共生講座〉

講師の河野さん
撮影：石井真弓
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「くにたち公民館だより」デジタルブック▶

ー８月分（ロビー９月分）の
　会場調整会のお知らせー

▶重なり状況

申込書のポスト
投入期間

６月６日（土）
～６月25日（木）

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日
（国立市HPにも掲載）

６月27日（土）

会場調整会
７月４日（土）朝１０時～
会場：地下ホール

※会場調整会当日は朝１０時までに受付してください。

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
。

〇
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会
は

４
月
２２
日
（
水
）
国
分
寺
市
立
本
多
公

民
館
に
て
開
催
。
令
和
７
年
度
の
事
業

報
告
、
一
般
会
計
決
算
、
特
別
会
計
の

承
認
な
ら
び
に
令
和
８
年
度
予
算
及
び

役
員
に
つ
い
て
の
承
認
が
あ
っ
た
。

審
議
事
項

○
館
長
諮
問
「
サ
ー
ク
ル
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
公
民
館
利
用
拡
大
に
向
け
た

方
策
に
つ
い
て
」
の
答
申
作
成
に
向
け
、

定
例
会
以
外
に
行
っ
て
い
る
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
分
科

会
、
講
座
分
科
会
、
国
立
市
公
民
館
・

公
民
館
運
営
審
議
会
の
歴
史
に
関
す
る

分
科
会
よ
り
、
資
料
、
口
頭
に
よ
り
報

告
、
及
び
質
疑
応
答
。

次
回
６
月
９
日
（
火
）
夜
７
時
１５
分

か
ら
講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。（
朝
山
）

５
月
１２
日
（
火
）
第
３５
期
第
１９
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１２
名
、
職
員
３
名

出
席
。
傍
聴
人
７
名
。

新
任
委
員
委
嘱
、
挨
拶

国
立
市
立
小
・
中
学
校
副
校
長
会
よ

り
推
薦
の
大
貫
委
員
が
異
動
の
た
め
３

月
で
退
任
。
後
任
の
山
本
委
員
に
委
嘱
、

自
己
紹
介
。

公
民
館
新
任
職
員
挨
拶　

新
任
の
異
動

職
員
１
名
よ
り
自
己
紹
介
。

前
回
議
事
録
確
認

前
々
回
は
３
月
末
開
催
で
議
事
録
が

未
完
成
だ
っ
た
た
め
、
今
回
は
過
去
２

回
分
の
議
事
録
の
修
正
を
確
認
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
誰
に
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

初
心
者
も
会
の
道
具
を
使
え
ま
す
。
見

学
歓
迎
。
会
費
一
回
５００
円
。
詳
細
は
夜

６
時
以
降
電
話
を
。
く
に
た
ち
弓
友
会
。

日
時　

毎
週
㈯
又
は
㈰
の
午
前
中

場
所　

昭
島
市
弓
道
場
（
東
中
神
駅
）

連
絡
先　

長
谷
川
０４２
（
５７６
）
１
４
８
９

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
「
ソ
ラ
ー
ナ
」

市
内
で
活
動
中
の
男
女
エ
ン
ジ
ョ
イ

サ
ー
ク
ル
で
す
。
２０
～
６０
代
ま
で
幅
広

い
年
代
で
毎
週
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

熟
年
指
導
者
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
有
り
。

お
気
軽
に
体
験
等
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
３
時
～
６
時

場
所　

市
内
小
学
校
体
育
館

連
絡
先　

磯
０８０
（
３２５８
）
６
７
１
１

和
お
ど
り
「
蝶
の
会
」
会
員
募
集

国
立
音
頭
な
ど
盆
踊
り
定
番
曲
や
ナ

ツ
メ
ロ
、
最
近
の
流
行
曲
を
取
り
入
れ

盆
踊
り
を
し
て
い
ま
す
。
市
民
ま
つ
り
、

文
化
祭
や
他
行
事
に
も
参
加
。

市
内
在
住
６０
才
以
上
の
方
。会
費
無
料
。

日
時　

第
１・３
木
曜
日　

昼
１
時
半
～

場
所　

福
祉
会
館　

２
階
大
広
間

連
絡
先　

星
野
０９０
（
２３２４
）
０
４
２
５

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
（
混
声
合
唱
）

楽
し
く
歌
っ
て
ス
ト
レ
ス
発
散
‼

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
‼
６
月

か
ら
新
し
い
曲
が
始
ま
り
ま
す
。今「
も

し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら
」等
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
‼

日
時　

第
２
・
４
水
曜
朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

権
田
０９０
（
３６８７
）
４
０
６
６

合
同
い
け
花
の
会　

メ
イ
ト
募
集

い
け
花
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
は
草
月
流
の
体
験
会
を
し
ま
す
。

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

花
代
３
千
円
。

日
時　

第
２
・
４
木
曜　

昼
１
時
半
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

石
原
０８０
（
４８１９
）
１
３
０
２

水
泳
「
と
び
う
お
」
会
員
募
集

猛
暑
に
向
か
い
、
健
康
維
持
、
体
力

増
進
に
温
水
プ
ー
ル
で
男
性
女
性
、
楽

し
く
元
気
に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。
女
性
の

公
認
コ
ー
チ
が
レ
ベ
ル
別
に
指
導
い
た

し
ま
す
。
無
料
体
験
水
泳
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
１２
時
～
２
時

場
所　

Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ
室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

今い
ま

野の

０４２
（
５７１
）
３
９
５
７

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
へ
の
お
誘
い

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
を
中
心
に
楽
し
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足

と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
一
緒
に
テ
ニ

ス
を
し
ま
せ
ん
か
。
男
女
問
わ
ず
経
験

者
大
歓
迎
で
す
。
国
立
ス
ピ
カ

日
時　

毎
週
㈫
谷
保
、
㈭
広
場
コ
ー
ト

場
所　

市
内
の
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

野
和
田
０８０
（
１７５４
）
３
４
９
６

（8ページにもあります）

＊
「
ひ
ろ
ば
」掲
載�

　
写
真
募
集
中
＊

国
立
市
内
の
風
景
や
行
事
な
ど

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

カワセミ、求愛成就 /餌 ･クチボソを献上（雌⇦雄）
撮影　和賀一

（フォトサークルくにたち）



(8)第 号く に た ち 公 民 館 だ よ り年（令和 8年） 7962026 6　月　日6 5

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

加
害
者
と
し
て
の
戦
争
を
語
る
会

沖
縄
戦
で
な
ぜ
沖
縄
の
住
民
が
ス
パ

イ
視
さ
れ
殺
さ
れ
た
の
か
？
　
高
市
政

権
が
狙
う
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
歴
史

的
経
験
を
関
東
学
院
大
学
名
誉
教
授
の

林
博
史
さ
ん
と
検
証
す
る
。
無
料
。

日
時
　
６
月
７
日
㈰
　
昼
２
時
～

場
所
　
公
民
館
　
講
座
室

連
絡
先
　
龍
野
０９０
（
１４６９
）
１
０
９
４

朗
読
劇
こ
だ
ま
へ
の
お
誘
い

み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
物
を
作
り
上
げ

て
い
く
の
で
喜
び
を
一
緒
に
わ
か
ち
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ロ
の
講
師
に

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
体
験
無
料
。

日
時
　
６
月
１２
日
㈮
　
朝
１０
時
～
１２
時

場
所
　
公
民
館
　
集
会
室

連
絡
先
　
吉
澤
０８０
（
５４８３
）
２
０
９
５

水
彩
画
「
パ
レ
ッ
ト
」
作
品
展

サ
ー
ク
ル
会
員
に
よ
る
第
２０
回
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ
の
講
師
指
導

の
も
と
楽
し
み
な
が
ら
描
い
て
い
る
作

品
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
１３
日
㈯
～
２０
日
㈯

　
　
　
（
１５
日
㈪
休
館
）

場
所
　
公
民
館
　
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先
　
吉
田
０４２
（
５２５
）
５
９
３
０

ス
ペ
ー
ス
Ｆ
学
習
会

日
本
政
府
に
よ
る
ス
パ
イ
・
監
視
と

対
抗
す
る
た
め
に
―
一
人
で
も
で
き
る

こ
と
か
ら
仲
間
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と

ま
で
。
講
師
と
し
ま
る
さ
ん
（
Ｊ
Ｃ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
資
料
代
５００
円
。
要
予
約
。

日
時
　
６
月
２７
日
㈯
　
夜
６
時
～

場
所
　
公
民
館
　
地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先
　
石
原
０７０
（
５０２６
）
５
５
５
３

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

６
月
の
国
際
理
解
講
座
は
、
一
橋
大

学
に
こ
の
春
か
ら
短
期
留
学
中
の
ア
ン

ナ
さ
ん
と
ハ
ナ
さ
ん
の
お
二
人
に
、デ
ン

マ
ー
ク
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
２８
日
㈰
　
夜
７
時
～
９
時

場
所
　
公
民
館
　
講
座
室
＆
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

連
絡
先
　
西
江
０７０
（
９０２０
）
７
８
３
８

滝
乃
川
学
園
の
歴
史
に
学
ぶ
会

久
し
ぶ
り
に
七
月
例
会
を
、
津つ

曲ま
が
り

裕

次
先
生
に
よ
る
講
和
：
主
旨
『
明
治
２０

年
代
の
知
的
障
害
者
処
遇
の
背
景
と
学

園
の
発
足
を
考
え
る
』
で
予
定
で
す
。

テ
キ
ス
ト
は
学
園
１２０
年
史
３２
～
３７
頁
。

日
時
　	
７
月
４
日
㈯
　
昼
１
時
～
４
時
半

場
所
　
石
井
亮
一
・
筆
子
記
念
館
講
堂

連
絡
先
　
河
尾
０８０
（
１１７６
）
１
２
５
２

６月１１日（木）夜　�くにたちブッククラブ�

羽田圭介『スクラップ・アンド・ビルド』

　　２８日（日）昼　�C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX・シネマトーク�

『華麗なるヒコーキ野郎』

７月５日（日）朝　�ジェンダー講座�

「『両立』とは何か～ドラマ・�

マンガから考える家事とジェンダー～」

　　１０日（金）夜　�多文化共生講座�

ドキュメンタリー映画の上映＆監督トーク

「もう一つのふるさと」—移民・難民と生

きるドイツの今

　　１２日（日）昼　図書室のつどい『文化の脱走兵』

　　１7日（金）夜　7０周年記念誌を読む会

昔
の
写
真
を
、
持
ち
寄
っ
て
　
お
し

ゃ
べ
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
―
―
今
回
取
り

上
げ
る
「
喫
茶
『
想
い
出
』」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。

日
曜
日
の
昼
下
が
り
、
小
集
会
室
に

集
ま
っ
た
の
は
、
参
加
者
４
人
と
主
宰

者
３
人
、
筆
者
の
計
８
人
。
参
加
者
は

メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
Ｈ
Ｐ
を
見
て
来

た
人
た
ち
だ
。
喫
茶
店
の
よ
う
に
カ
ッ

プ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
る

り
と
始
ま
る
。
参
加
者
の
一
人
が
持
っ

て
来
た
古
い
ア
ル
バ
ム
に
あ
っ
た
婚
礼

写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
。

「
さ
あ
、
何
の
写
真
で
し
ょ
う
」
と
主

宰
者
。「
昔
は
結
婚
式
も
葬
式
も
家
で

や
っ
た
」「
大
広
間
に
お
膳
」「
昔
の
家

は
廊
下
の
突
き
当
た
り
に
ト
イ
レ
が
あ

っ
た
」
な
ど
な
ど
。
初
め
て
見
る
写
真

を
見
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
言
い
合
う
。

年
齢
も
育
ち
も
違
う
人
た
ち
が
、
自
身

の
記
憶
を
頼
り
に
話
が
盛
り
上
が
る
。

主
宰
者
が
持
参
し
た
人
に
「
何
の
写
真

で
す
か
」
と
問
う
と
、「
こ
れ
は
父
方

の
お
ば
の
結
婚
式
の
写
真
」と
い
う“
答

え
”
と
と
も
に
、
写
真
に
ま
つ
わ
る
ス

ト
ー
リ
ー
が
語
ら
れ
る
。
町
の
名
前
が

出
る
と
、
主
宰
者
が
す
ぐ
さ
ま
Ｐ
Ｃ
で

検
索
し
て
、
町
の
歴
史
、
そ
の
町
の
ス

ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
が
投
影
さ
れ
る
。
他

人
の
１
枚
の
写
真
が
、
急
に
ぬ
く
も
り

を
帯
び
る
。

「
フ
ァ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ト
」
と
い
う
誰

が
撮
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
写
真
を
発
見
、

再
解
釈
す
る
写
真
表
現
の
ジ
ャ
ン
ル
が

あ
る
そ
う
だ
が
、
そ
ん
な
概
念
を
よ
そ

に
、
写
真
を
元
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

む
。「
思
い
出
す
の
は
大
事
な
こ
と
」「
気

分
が
若
返
る
」
と
参
加
者
は
一
様
に
、

と
て
も
い
い
集
い
だ
と
言
う
。「
認
知
症

予
防
に
い
い
か
も
」
と
語
る
の
は
、
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
を
持
つ
人
だ
。

６
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
旧
国
立
駅

舎
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
写
真
や

写
真
に
宛
て
た
手
紙
を
展
示
す
る
。
ま

た
１4
日
に
は
、「
想
い
出
」
を
そ
の
場

で
実
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

過
去
に
ひ
た
る
の
で
は
な
く
、
写
真

を
元
に
「
脳
ト
レ
」
の
よ
う
な
、
刺
激

的
な
時
間
を
共
有
で
き
る
集
ま
り
だ
。

日
時
　
毎
月
１
回
　
喫
茶
「
想
い
出
」

Ｈ
Ｐ
（https://om

oide.space

）
に

開
催
日
時
を
掲
載
　
参
加
自
由

場
所
　	（
主
に
）公
民
館		

３
階
小
集
会
室

連
絡
先
　
小
田
川

	
odagaw

a@
dagarossi.com

〈
文
・
写
真

　公
民
館
だ
よ
り�

�

編
集
研
究
委
員

　中
井

　一
人
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
４
１
６
〉

喫
茶「
想
い
出
」

喫
茶「
想
い
出
」

講座の開催状況などに変更があった場合は、
公民館入り口付近への掲示や、ホームペー
ジでお知らせします。ご不明の点はお問い
合わせください。
公民館☎０４２（５7２）５１４１ ▲講座等の案内

古い写真から記憶が目覚め、
誰かと話したくなる

今月の公民館（６月～７月）

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

「
サ
ー
ク
ル
訪
問
」�

　取
材
希
望
団
体
募
集
中
！

下
の
記
事
の
よ
う
に
、
公
民
館

だ
よ
り
に
活
動
の
様
子
を
取
材
さ

せ
て
く
だ
さ
る
サ
ー
ク
ル
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

公
民
館
２
階
窓
口
ま
で
。
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

加
害
者
と
し
て
の
戦
争
を
語
る
会

沖
縄
戦
で
な
ぜ
沖
縄
の
住
民
が
ス
パ

イ
視
さ
れ
殺
さ
れ
た
の
か
？
　
高
市
政

権
が
狙
う
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
歴
史

的
経
験
を
関
東
学
院
大
学
名
誉
教
授
の

林
博
史
さ
ん
と
検
証
す
る
。
無
料
。

日
時
　
６
月
７
日
㈰
　
昼
２
時
～

場
所
　
公
民
館
　
講
座
室

連
絡
先
　
龍
野
０９０
（
１４６９
）
１
０
９
４

朗
読
劇
こ
だ
ま
へ
の
お
誘
い

み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
物
を
作
り
上
げ

て
い
く
の
で
喜
び
を
一
緒
に
わ
か
ち
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ロ
の
講
師
に

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
体
験
無
料
。

日
時
　
６
月
１２
日
㈮
　
朝
１０
時
～
１２
時

場
所
　
公
民
館
　
集
会
室

連
絡
先
　
吉
澤
０８０
（
５４８３
）
２
０
９
５

水
彩
画
「
パ
レ
ッ
ト
」
作
品
展

サ
ー
ク
ル
会
員
に
よ
る
第
２０
回
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ
の
講
師
指
導

の
も
と
楽
し
み
な
が
ら
描
い
て
い
る
作

品
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
１３
日
㈯
～
２０
日
㈯

　
　
　
（
１５
日
㈪
休
館
）

場
所
　
公
民
館
　
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先
　
吉
田
０４２
（
５２５
）
５
９
３
０

ス
ペ
ー
ス
Ｆ
学
習
会

日
本
政
府
に
よ
る
ス
パ
イ
・
監
視
と

対
抗
す
る
た
め
に
―
一
人
で
も
で
き
る

こ
と
か
ら
仲
間
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と

ま
で
。
講
師
と
し
ま
る
さ
ん
（
Ｊ
Ｃ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
資
料
代
５００
円
。
要
予
約
。

日
時
　
６
月
２７
日
㈯
　
夜
６
時
～

場
所
　
公
民
館
　
地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先
　
石
原
０７０
（
５０２６
）
５
５
５
３

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

６
月
の
国
際
理
解
講
座
は
、
一
橋
大

学
に
こ
の
春
か
ら
短
期
留
学
中
の
ア
ン

ナ
さ
ん
と
ハ
ナ
さ
ん
の
お
二
人
に
、デ
ン

マ
ー
ク
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
２８
日
㈰
　
夜
７
時
～
９
時

場
所
　
公
民
館
　
講
座
室
＆
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

連
絡
先
　
西
江
０７０
（
９０２０
）
７
８
３
８

滝
乃
川
学
園
の
歴
史
に
学
ぶ
会

久
し
ぶ
り
に
七
月
例
会
を
、
津つ

曲ま
が
り

裕

次
先
生
に
よ
る
講
和
：
主
旨
『
明
治
２０

年
代
の
知
的
障
害
者
処
遇
の
背
景
と
学

園
の
発
足
を
考
え
る
』
で
予
定
で
す
。

テ
キ
ス
ト
は
学
園
１２０
年
史
３２
～
３７
頁
。

日
時
　	

７
月
４
日
㈯
　
昼
１
時
～
４
時
半

場
所
　
石
井
亮
一
・
筆
子
記
念
館
講
堂

連
絡
先
　
河
尾
０８０
（
１１７６
）
１
２
５
２

６月１１日（木）夜　�くにたちブッククラブ�

羽田圭介『スクラップ・アンド・ビルド』

　　２８日（日）昼　�C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX・シネマトーク�

『華麗なるヒコーキ野郎』

７月５日（日）朝　�ジェンダー講座�

「『両立』とは何か～ドラマ・�

マンガから考える家事とジェンダー～」

　　１０日（金）夜　�多文化共生講座�

ドキュメンタリー映画の上映＆監督トーク

「もう一つのふるさと」—移民・難民と生

きるドイツの今

　　１２日（日）昼　図書室のつどい『文化の脱走兵』

　　１7日（金）夜　7０周年記念誌を読む会

昔
の
写
真
を
、
持
ち
寄
っ
て
　
お
し

ゃ
べ
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
―
―
今
回
取
り

上
げ
る
「
喫
茶
『
想
い
出
』」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。

日
曜
日
の
昼
下
が
り
、
小
集
会
室
に

集
ま
っ
た
の
は
、
参
加
者
４
人
と
主
宰

者
３
人
、
筆
者
の
計
８
人
。
参
加
者
は

メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
Ｈ
Ｐ
を
見
て
来

た
人
た
ち
だ
。
喫
茶
店
の
よ
う
に
カ
ッ

プ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
る

り
と
始
ま
る
。
参
加
者
の
一
人
が
持
っ

て
来
た
古
い
ア
ル
バ
ム
に
あ
っ
た
婚
礼

写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
。

「
さ
あ
、
何
の
写
真
で
し
ょ
う
」
と
主

宰
者
。「
昔
は
結
婚
式
も
葬
式
も
家
で

や
っ
た
」「
大
広
間
に
お
膳
」「
昔
の
家

は
廊
下
の
突
き
当
た
り
に
ト
イ
レ
が
あ

っ
た
」
な
ど
な
ど
。
初
め
て
見
る
写
真

を
見
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
言
い
合
う
。

年
齢
も
育
ち
も
違
う
人
た
ち
が
、
自
身

の
記
憶
を
頼
り
に
話
が
盛
り
上
が
る
。

主
宰
者
が
持
参
し
た
人
に
「
何
の
写
真

で
す
か
」
と
問
う
と
、「
こ
れ
は
父
方

の
お
ば
の
結
婚
式
の
写
真
」と
い
う“
答

え
”
と
と
も
に
、
写
真
に
ま
つ
わ
る
ス

ト
ー
リ
ー
が
語
ら
れ
る
。
町
の
名
前
が

出
る
と
、
主
宰
者
が
す
ぐ
さ
ま
Ｐ
Ｃ
で

検
索
し
て
、
町
の
歴
史
、
そ
の
町
の
ス

ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
が
投
影
さ
れ
る
。
他

人
の
１
枚
の
写
真
が
、
急
に
ぬ
く
も
り

を
帯
び
る
。

「
フ
ァ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ト
」
と
い
う
誰

が
撮
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
写
真
を
発
見
、

再
解
釈
す
る
写
真
表
現
の
ジ
ャ
ン
ル
が

あ
る
そ
う
だ
が
、
そ
ん
な
概
念
を
よ
そ

に
、
写
真
を
元
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

む
。「
思
い
出
す
の
は
大
事
な
こ
と
」「
気

分
が
若
返
る
」
と
参
加
者
は
一
様
に
、

と
て
も
い
い
集
い
だ
と
言
う
。「
認
知
症

予
防
に
い
い
か
も
」
と
語
る
の
は
、
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
を
持
つ
人
だ
。

６
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
旧
国
立
駅

舎
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
写
真
や

写
真
に
宛
て
た
手
紙
を
展
示
す
る
。
ま

た
１4
日
に
は
、「
想
い
出
」
を
そ
の
場

で
実
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

過
去
に
ひ
た
る
の
で
は
な
く
、
写
真

を
元
に
「
脳
ト
レ
」
の
よ
う
な
、
刺
激

的
な
時
間
を
共
有
で
き
る
集
ま
り
だ
。

日
時
　
毎
月
１
回
　
喫
茶
「
想
い
出
」

Ｈ
Ｐ
（https://om

oide.space

）
に

開
催
日
時
を
掲
載
　
参
加
自
由

場
所
　	（
主
に
）公
民
館		

３
階
小
集
会
室

連
絡
先
　
小
田
川

	
odagaw

a@
dagarossi.com

〈
文
・
写
真

　公
民
館
だ
よ
り�

�

編
集
研
究
委
員

　中
井

　一
人
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
４
１
６
〉

喫
茶「
想
い
出
」

喫
茶「
想
い
出
」

講座の開催状況などに変更があった場合は、
公民館入り口付近への掲示や、ホームペー
ジでお知らせします。ご不明の点はお問い
合わせください。
公民館☎０４２（５7２）５１４１ ▲講座等の案内

古い写真から記憶が目覚め、
誰かと話したくなる

今月の公民館（６月～７月）

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

「
サ
ー
ク
ル
訪
問
」�

　取
材
希
望
団
体
募
集
中
！

下
の
記
事
の
よ
う
に
、
公
民
館

だ
よ
り
に
活
動
の
様
子
を
取
材
さ

せ
て
く
だ
さ
る
サ
ー
ク
ル
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

公
民
館
２
階
窓
口
ま
で
。




